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研究要旨 

主としてがんゲノム医療中核拠点病院等以外に勤務し、がん診療に携わる医師等を対象にがんゲノム医療に

携わる医師等が備えるべき知識や資質について検討し教育プログラムの策定をおこなった。また、研修実施

者の育成も念頭に置いた上で、研修を実施実施した。教育効果及びアンケート調査を行い、研修会の評価を

行うと共に、研修用資料の改定を行った。研修指導者の育成のためにワーキンググループを結成し活動を開

始した。 
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Ａ．研究目的 
がんゲノム医療に携わる医師等が備えるべき知

識や資質について検討し、そのような知識や資質

等を身につけるための方策を検討の上、医師等を

対象に、研修実施者の育成も念頭に置いた上で、

モデル研修及び研修を実施し、評価を行うこと。

主としてがんゲノム医療中核拠点病院等以外に勤

務し、がん診療に携わる医師等を対象に、がんゲ

ノム医療に必須の知識（がんゲノム医療に必要な

用語の知識、遺伝子パネル検査の原理やレポート

の理解、遺伝子パネル検査の活用方法、遺伝性腫

瘍に関する知識等）を身につける際に求められる

研修資料や e-learning及び研修プログラムの作成

と研修の実施及び評価を行う。上記の研修の実

施・評価の結果を踏まえて、研修資料、e-learning 

及び研修プログラムを改訂、完成させる。 
 
Ｂ．研究方法 
①医師等が備えるべき知識や資質等を明らかにす

る。（2020年 3月までに）。 

①-1.関係者へのヒアリングを行う（2020 年 3月ま

でに）。 

①-2.ヒアリングの結果から課題を抽出する（2020

年 3月までに）。 

②教育用プログラムの作成（2020 年 3月までに）。 

②-1. 教育目標を設定する（2020 年 3月までに）。 

②-2. ディプロマポリシーを設定する（2020 年 3

月までに）。 

②-3. 到達目標等を設定する（2020年 3月までに）。 

②-4. 教育用プログラム原案を策定する（2020 年

3月までに）。 

②-5 分担研究者によるレビューを完了する（2020

年 3月までに）。 

③ 研修用資料の作成（2019年 10月までに）。 

④ モデル研修会の実施、評価、研修用資料の改定

(2021年 3月までに) 

④-1 モデル研修会の実施(2021年 3月までに) 

④-2 モデル研修会の評価(2021年 3月までに) 

④-3 研修用資料の改定(2021年 3月までに) 

⑤ 研修の実施(2021 年 12月までに) 

⑥ 研修実施者の育成(2021年 12月までに) 

⑦ 研修実施者のビデオ撮影の公開 (2022年3月ま

でに) 

⑧ 教育用コンテンツのブラッシュアップ(2022 年

3月までに) 

⑨ 生涯教育への活用(2022年 3月までに) 
（倫理面への配慮） 
     該当せず。 
 
Ｃ．研究結果 
①医師等が備えるべき知識や資質等を明らかにし

た。 

①-1.関係者へのヒアリングを行った。 

複数名の関係者へのヒヤリングを実施した。「達

成済み」 

①-2.ヒアリングの結果から課題を抽出した。 

関係者へのヒアリングが終了したものについて、

課題抽出を行った。「達成済み」 

②教育用プログラムを作成した。「達成済み」 

②-1. 教育目標を設定した（2020 年 3月までに）。 

抽出した問題点等を踏まえ、教育目標を設定した。 

がんゲノム医療中核拠点病院以外の拠点病院、

連携病院等で、がんゲノム医療に従事する医師等

が備えるべき知識や資質等を習得し、がんゲノム

医療を患者に提供することを教育目標とした。「達

成済み」 

②-2. ディプロマポリシーを設定した（2020 年 3

月までに）。 
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抽出した問題点等を踏まえ、ディプロマポリシー

を設定した。 

 一般目標を達成するに必要な講義およびアクテ

ィブ・ラーニングの研修を受講し、その学習効果

が到達目標に達したことを事後評価で客観的に検

証した上で、研修を修了することを目指すことを

ディプロマポリシーとした。「達成済み」 
②-3. 到達目標等を設定した（2020年 3月までに）。 

一般目標を「がんゲノム医療の実用化に必要な

医療従事者として、遺伝子関連検査、患者・家族

への伝え方、多職種との連携、意思決定支援等に

ついて必要な知識・態度・技術を習得する。」と

した上で、下記の15項目を到達目標と定めた。 

1. Pre-analysis段階における検体の品質管理の留

意点を把握し、適切な病理検体を遺伝子パネル検

査用に提出することができる。 

2. 遺伝子パネル検査の特徴を説明できる。 

3. 遺伝子パネル検査にかかわる遺伝学的及び分子

生物学的用語が理解できる。 

4. 遺伝子パネル検査の同意説明時に、遺伝子パネ

ルのメリット・デメリットについて適切に説明が

できる。 

5. エキスパートパネルに参加し、主治医としての

役割を果たし協同することができる。 

6. エキスパートパネルのレポートの内容を理解、

説明できる。 

7. エキスパートパネルのレポートに基づき、結果

を患者に簡潔に説明できる。 

8. エキスパートパネルのレポートに基づき生じる

問題について多職種との連携を含めた問題解決能

力を発揮できる。 

9. 遺伝子異常のエビデンスレベルについて概略を

説明できる。  

10. がんゲノム医療に関するガイダンス等の指針

について説明することができる。  

11. 意思決定支援を行うための患者申出療養、治

験について説明できる。 

 

12. 生殖細胞系列変異と体細胞変異の違いを説明

できる。 

13. 二次的所見に関して説明し、次のとるべきア

クションを説明できる。 

14. 遺伝子パネル検査の説明に必要な薬物療法等

に関わる知識として、対象がん種の診療ガイドラ

インを理解する。 

15. C-CATレポートを参照することができる。 

「達成済み」 

②-4. 教育用プログラム骨子案を策定した（2020

年 3月までに）。 

教育用プログラム原案を策定した。「達成済み」 

②-5 分担研究者によるレビューを完了した（2020

年 3月までに）。 

教育用プログラム原案を分担研究者、研究協力

者によるレビューを実施した。主に到達目標に関

する項目の追加、変更について議論し、改定した。

「達成済み」 

③ 研修用資料を作成した（2019年 10月までに）。 

教育用プログラム原案を基に研修用資料を作成

に取り掛かった。また、研修用資料作成にあたり、

モデル研修会の構成および評価法の検討を行い、

同内容を踏まえた研修用資料作成を行った。その

際、研修会の実施時期を 2020年 3月と定め、本年

度内の研修会の実施を計画した上で、研修用資料

の作成等の準備を行った。COVID-19 の影響により

3月の研修会の実施は中止した。「達成済み」 

④  本 研 究 用 の ウ ェ ブ サ イ ト

（https://ca-genome-edu.jp/）を開設し、研修の

ための教育プログラムを公開した（資料１）。 

⑤ モデル研修会の実施と教育効果の評価を行っ

た。[達成済み（令和２年 8月）] 

モデル研修会を 2020 年 8 月 16 日、ＷＥＢ開催し

た。参加申し込み：563名申込分まで受け付け（定

員 400 名）、参加予定者 480 名、参加者（最終 log

確認値）401 名（関係者を含め 418 名）であった。

事前事後問題結果を用い教育効果の評価を行った。

事前事後問題の解答率の中央値は事前問題 3/9、事

後問題 4/9(ｐ＜0.0001、paired t-test)であり、

教育効果が示された（資料 2）。アンケート調査結

果を基に、課題抽出を行った（資料２）。 

⑥ 研修用資料の改定を行う。 

令和 2年 8月 16日に小班会議を行い、改定の方法

について議論した（資料３）。議論に基づき、モ

デル研修会の評価、アンケート結果を活用し、研

修用資料の改定を行っている。著作権侵害防止に

関しては、関係者（弁護士）の意見を伺い、その

助言に基づき改定作業を行っている。 

⑦ 研修実施者の育成を行う。[達成見込み（令和 3

年 12月）]  

研修実施予定者として、ワーキンググループ（資

料４）を結成した。モデル講習会にファシリテー

ターとして参加した。次年度の研修実施に向けて

事例作成、講義資料の活用をすすめ、研修実施者

の育成を図っている。 

 

研究成果の刊行に関する一覧表：なし。 

 

研究成果による知的財産権の出願・取得状況：知

的財産の内容、種類、番号、出願年月日、取得年

月日、権利者：なし 

 

https://ca-genome-edu.jp/
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Ｄ．考察 
モデル研修会を2020年8月16日、ＷＥＢ開催した。
参加申し込みが500名を超える応募があり、アンケ
ート調査でも、ＷＥＢ希望が多く、今後の研修会・
講習会の在り方にＷＥＢ開催を念頭におくことが
必要であると考えられた。 

本研究事業において作成した教育用コンテンツ
を用い、ワーキンググループによる研修会を実施
し、その教育効果を評価することなどにより、指
導者の育成を行うと共に、全ゲノム解析研究の進
展等に対応する教育コンテンツのより一層の充実
を図る。これらを生涯学習への活用に向けた取り
組みに繋げる。 
 

 
Ｅ．結論 

医師等を対象に、モデル研修及び研修を実施し、

評価を行った。 

主としてがんゲノム医療中核拠点病院等以外に

勤務し、がん診療に携わる医師等を対象に、がん

ゲノム医療に必須の知識（がんゲノム医療に必要

な用語の知識、遺伝子パネル検査の原理やレポー

トの理解、遺伝子パネル検査の活用方法、遺伝性

腫瘍に関する知識等）を身につける際に求められ

る研修資料や e-learning及び研修プログラムの作

成と研修の実施及び評価を行う。 

研修実施者の育成も念頭に置いて、ワーキング

グループを結成し、活動を開始した。 
 
 
Ｆ．健康危険情報 
  該当せず 
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よる検討を行った血管肉腫と腺癌成分を有する

肺癌肉腫の一例」  日本病理学会学術集会 

108(1): 355, 2019. 

鈴木 慎一郎, 加藤 了資, 原谷 浩司, 林 秀敏, 谷

崎 潤子, 尾崎 智博, 長谷川 喜一, 大田 隆代, 

千葉 康敬, 伊藤 彰彦, 坂井 和子, 西尾 和人, 

中川 和彦 「PD-L1高発現の進行 NSCLC における

総腫瘍径とICIによる治療効果の関係性を検討す

る観察研究」 肺癌 59(6): 800, 2019. （第 60

回日本肺癌学会学術集会、大阪、2019. 12.6-8） 

小 山 隆 文 「 Phase 1 Study of Retifanlimab 

(Anti– PD-1) and INCB001158 (Arginase 

Inhibitor), Alone or in Combination, in Solid 

Tumors」（口演，第 18回日本臨床腫瘍学会学術集

会,2021/2/20，オンライン） 

小山隆文「遺伝子解析の結果から他者検体混入の

可能性を考えディスカッションを要した症例」

（専門医部会企画，第 18 回日本臨床腫瘍学会学

術集会,2021/2/20，オンライン） 

小山隆文「Trial of QOL for Cancer Genomics and 

Advanced Therapeutics among patient and their 

family members (Q-CAT)」（口演，第 18回日本臨

床腫瘍学会学術集会,2021/2/19，オンライン） 

小山隆文「がんゲノム医療の現状と課題」（学術セ

ミナー，第 58 回日本癌治療学会学術集

会,2020/10/23，オンライン） 

小山隆文「 The current status of precision 

oncology in Japan」（特別企画，第 26 回日本癌

学会学術集会,2020/10/1，オンライン） 

小山隆文「ゲノム医療における迅速化・グローバ

ル化する早期薬剤開発の役割」（シンポジウム、

第 26 回 日 本 遺 伝 性 腫 瘍 学 会 学 術 集

会,2020/8/21-8/30，オンライン） 

橋本 裕輔, 渡部 嘉気, 説田 愛弓, 澁木 太郎, 木

村 元, 菅 元泰, 梅本 久美子, 渡邊 一雄, 佐々

木 満仁, 今岡 大, 大野 泉, 高橋 秀明, 光永 修

一, 池田 公史 「人工知能を用いた膵癌コホート

における EUS-FNA の細胞診診断の開発」 膵臓 

34(3): A259, 2019. 

熊原 加奈, 橋本 裕輔, 澁木 太郎, 渡邊 一雄, 

佐々木 満仁, 高橋 秀明, 今岡 大, 大野 泉, 光

永 修一, 池田 公史 「経口胆道鏡を用いて

Nivolumab 関連胆管炎と診断した一例」 胆道 

33(3): 527, 2019. 

熊原 加奈, 橋本 裕輔, 澁木 太郎, 木村 元, 梅

本 久美子, 渡邊 一雄, 佐々木 満仁, 高橋 秀明, 

今岡 大, 大野 泉, 光永 修一, 池田 公史 「切

除不能膵癌の胃十二指腸静脈瘤出血に対する超

音波内視鏡下ヒストアクリル注入止血術」 膵臓 

34(3): A250, 2019. 

高井 英里奈, 森實 千種, 清水 京子, 高橋 秀明, 

古川 徹, 谷内田 真一 「家族性膵癌のマネージ

メント 生殖細胞系列エクソーム解析による日

本人における家族性膵癌関連遺伝子の探索」 膵

臓 34(3): A98, 2019. 

高 橋  秀 明 「 腫 瘍 循 環 器 学

(Cardio-Oncology/Onco-Cardiology):学際領域

におけるエビデンス作りの現状と課題 腫瘍循

環器学への期待 PMDA の立場から」 臨床薬理 

50(Suppl.): S134, 2019. 

小林 智, 上野 誠, 高橋 秀明, 池田 公史 「高齢

膵癌患者に対するゲムシタビン+ナブパクリタキ

セル併用療法」 膵臓 34(3): A158, 2019. 

澁木 太郎, 橋本 裕輔, 渡邊 一雄, 佐々木 満仁, 

高橋 秀明, 今岡 大, 大野 泉, 光永 修一, 池田 

公史 「当院における切除不能悪性腫瘍に合併し

た胆嚢炎に対する超音波内視鏡下胆嚢ドレナー

ジ術(EUS-GBD)の成績」 胆道 33(3): 685, 2019. 

澁木 太郎, 佐々木 満仁, 木村 元, 梅本 久美子, 

渡邊 一雄, 高橋 秀明, 橋本 裕輔, 今岡 大, 大

野 泉, 光永 修一, 北條 秀博, 荒平 聡子, 中村 

直樹, 秋元 哲夫, 池田 公史 「消化管出血を伴

う切除不能膵癌に対する緩和的放射線治療の忍

容性と有効性」 膵臓 34(3): A270-A71, 2019.  

千田 彰彦, 川崎 健太, 櫻井 陽奈子, 堀江 沙良, 

津軽 開, 戸ヶ崎 和博, 下嵜 啓太郎, 平田 賢郎, 

林 秀幸, 浜本 康夫, 河原 徹, 牧内 里美, 岩原 

彰秀, 川合 未来, 杉山 和俊, 目黒 周, 金井 隆

典,イマチニブ休薬による急性増悪を背景に

NICTHを合併した胃 GIST術後再発の 1例.(第 363

回日本消化器病学会関東支部例会 ,2021.02) 

千田彰彦,下嵜啓太郎,堀江沙良,津軽開,戸ヶ崎和

博,川崎健太,平田賢郎,林秀幸, 浜本 康夫,金井

隆典,消化管における免疫関連副作用(irAE)の現

況と対策 多癌腫におけるirAE腸炎の発生状況と

その治療 当院における現況をふまえて. （第 17

回日本消化管学会総会学術集会,2021.2） 

持田かおり,林秀幸,佐々木瑛里,柳田絵美衣,山田

寛,中村康平,加藤容崇,四十物絵理子,永妻晶子,

今井光穂,植木有紗, 浜本 康夫,高石官均,西原広

史,がんゲノム医療におけるチーム医療の実績 

がんゲノム医療中核拠点病院におけるゲノムコ

ーデイネーターの役割とみえてきた今後の課題

について 慶應義塾大学におけるがんゲノムコー

ディネーターとしての役割. (日本臨床腫瘍薬学

会学術大会 2020,2020.3) 

林秀幸, 浜本 康夫,高石官均,消化器癌化学療法に

おける個別化医療の現状と課題 膵がん個別化医

療の現状と課題. (第 106 回日本消化器病学

会,2020.8)  

櫻井晃洋 「これまでの遺伝性腫瘍，これからの
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遺伝性腫瘍」 日本病理学会会誌 109 (1): 281, 

2020. (第 109回日本病理学会総会 分子病理診断

講習会、Web開催、2020.7.1－31) 

櫻井晃洋 「がん診療における遺伝医療の新たな

展開」 日本遺伝カウンセリング学会誌 41(2): 

42, 2020.（第 44回日本遺伝カウンセリング学会

学術総会、Web開催、2020.7.3－5) 

松浦恵理、石川亜貴、宮本篤、高橋博道、櫻井晃

洋 「薬剤師の薬理遺伝に関する認識の調査」 

日本遺伝カウンセリング学会誌 41(2): 104, 

2020.（第 44回日本遺伝カウンセリング学会学術

総会、Web開催、2020.7.3－5) 

宮﨑幸子、田中佑弥、水上都、石川亜貴、櫻井晃

洋 「がん遺伝子パネル検査の結果開示から 1年

半後につながった血縁者の遺伝カウンセリング

について」 日本遺伝カウンセリング学会誌 

41(2): 117, 2020.（第 44 回日本遺伝カウンセリ

ング学会学術総会、Web開催、2020.7.3－5) 

小笠原穂の花、石川亜貴、櫻井晃洋 「札幌市に

おける保健師の遺伝に関する意識調査 講義前

後での比較」 日本遺伝カウンセリング学会誌 

41(2): 134, 2020.（第 44 回日本遺伝カウンセリ

ング学会学術総会、Web開催、2020.7.3－5) 

櫻井晃洋 「日本人類遺伝学会が取り組むゲノム

医療人材育成 (Human resource development for 

genome medicine by the Japan Society of Human 

Genetics)」 日本癌学会総会記事 79 回 SP2-4, 

2020. (第 79 回日本癌学会学術総会、広島、

2020.10.1-3)  

中谷 中：教育セミナー「遺伝医学関連情報への

アクセス」第 64 回日本人類遺伝学会大会

(2019/11)長崎 

中谷 中：特別講演「検査室は、ゲノム医療の波

にどう乗るか？」第 62 回日本臨床検査医学会近

畿支部総会(2019/10)草津 

中谷 中：シンポジウム「がんゲノム医療の現状

と課題：がんゲノム医療に必要な精度管理-検査

の立場での課題」第 26 回日本遺伝子診療学会学

術集会(2019/8)札幌 

下仮屋 雄二, 森本 誠, 中谷 中 「線溶病態の評

価における D ダイマー(DD)/フィブリノゲン・フ

ィブリン分解産物(FDP)比の有用性」 日本臨床検

査自動化学会会誌 44(4): 497, 2019. 

下仮屋 雄二, 中村 小織, 笠井 久豊, 森本 誠, 山

本 幸治, 中谷 中 「三重県臨床検査精度管理調

査で実施した活性化部分トロンボプラスチン時

間(APTT)試薬の特性評価」 日本検査血液学会雑

誌 20(3): 414-23, 2019. 

森本 誠, 岡 春陽, 池尻 誠, 下仮屋 雄二, 杉本 

和史, 中谷 中 「医療法等の一部改正に伴う検

体検査の精度確保に関する取り組みについて」 

臨床病理 67(補冊): 180, 2019. 

増田 千秋, 杉本 匡史, 藤田 直美, 大本 清香, 森

本 誠, 香川 芳彦, 中谷 中, 伊藤 正明 「特発

性拡張型心筋症に運動時周期性呼吸と睡眠時チ

ェーン・ストークス呼吸を合併した 1 例」 日本

心臓病学会学術集会抄録 67回: O-150, 2019. 

大本 清香, 藤井 忍, 今井 朋世, 白本 裕平, 藤

田 直美, 樋口 惠一, 増田 千秋, 森本 誠, 中谷 

中, 伊藤 正明 「ABI 検査所見を用いた大動脈弁

閉鎖不全症におけるヒル徴候についての検討」 

日本心臓病学会学術集会抄録 67 回: O-294, 

2019. 

池尻 誠, 中村 麻姫, 森本 誠, 杉本 匡史, 杉本 

和史, 中谷 中, 内山 俊正, 和田 英夫 「MLPA

法にて見つかった先天性プロテインC欠乏症の一

例」 日本血栓止血学会誌 30(2): 459, 2019. 

中村 麻姫, 池尻 誠, 下仮屋 雄二, 森本 誠, 杉

本 和史, 中谷 中 「造血器腫瘍遺伝子検査と移

植関連ウイルス DNA 定量検査の精度管理」 臨床

病理 67(補冊): 286, 2019. 

中谷 中 「がんゲノム医療の現状と課題 がんゲ

ノム医療に必要な精度管理 検査の立場での課

題」 日本遺伝カウンセリング学会誌 40(2): 46, 

2019. 

渡邊 孝康, 元村 英史, 河野 修大, 藤井 忍, 白

本 裕平, 増田 千秋, 樋口 惠一, 森本 誠, 乾 幸

二, 岡田 元宏, 中谷 中 「聴覚誘発脳電位にお

ける音源の位置と移動方向の影響 両耳間時間

差を用いた検討」 臨床神経生理学 47(5): 427, 

2019. 

藤井 忍, 元村 英史, 渡邊 孝康, 白本 裕平, 増

田 千秋, 樋口 惠一, 河野 修大, 森本 誠, 乾 幸

二, 岡田 元宏, 中谷 中 「異なる音特性変化に

対する変化関連脳活動とその抑制」 臨床神経生

理学 47(5): 427, 2019. 

白本 裕平, 元村 英史, 藤井 忍, 渡邊 孝康, 増

田 千秋, 樋口 惠一, 森本 誠, 岡田 元宏, 中谷 

中 「聴覚変化応答からみた過眠症の認知機能障

害」 日本睡眠学会定期学術集会プログラム・抄

録集 44回 

武田真幸、NGS パネル検査をどう臨床応用するか、

第 60回日本肺癌学会学術集会、2019、大阪 

武田真幸、メディカルスタッフが知っておくべき

肺癌ゲノム診療②、第 60 回日本肺癌学会学術集

会、2019、大阪 

川上尚人、米阪仁雄、武田真幸、中川和彦、HER２

遺伝子増幅を持たないヘテロな HER2 タンパク発

現大腸癌に対する[fam-]tratuzumab deruxtecan

の抗腫瘍効果の検討、第 23 回がん分子標的治療

学会学術講演会、2019、大阪 

渡邊諭美、米阪仁雄、武田真幸、中川和彦、HER2

陽性乳癌細胞株における抗 HER３抗体パトリツマ

ブと抗HER2抗体トラツズマブ/ペルツヅマブの３

剤併用療法、第 23 回がん分子標的治療学会学術

講演会、2019、大阪 
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磯本晃佑、原谷浩司、林秀敏、清水重喜、冨田秀

太、丹羽崇、横山俊秀、福田泰、千葉康敬、加藤

了資、谷﨑潤子、田中薫、武田真幸、小倉高志、

石田直、伊藤彰彦、中川和彦、EGFRチロシンキナ

ーゼ阻害薬の EGFR 遺伝子変異陽性進行非小細胞

肺癌の腫瘍微小環境への影響、第 60 回日本肺癌

学会学術集会、2019、大阪 

加藤了資、林秀敏、米阪仁雄、原谷浩司、酒井瞳、

高濱隆幸、岩朝勤、田中薫、吉田健史、武田真幸、

金田裕靖、清水重喜、坂井和子、伊藤彰彦、西尾

和人、中川和彦、CAPP-Seqを用いた Liquid biopsy

によるT790M陽性非小細胞肺癌のオシメルチニブ

耐性因子の検討、第60回日本肺癌学会学術集会、

2019、大阪 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 なし 
 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 
 3.その他 
 なし 




